
㸱 「ちょうえんぼう」に࡚࠸ࡘ

ᪧ地権者ཬྂࡧくから住ࡴ࿘㎶住民のヰでは，第㸳次調査༊の場所は「ちょうえんぼう」，「ちょうえんぼ

うの畑」と࿧ばれ，「᫇，南ഃに‪き水があり，ちょうえんぼうという࠾坊さんがいた。」と伝わっている。

また「ちょうえんぼうは北から᮶た。」というヰもあるという。今のところ，本遺跡ཬࡧその近㞄のⓎ᥀調査

で，寺院跡や僧坊跡，仏具等は見つかっていない。この「ちょうえんぼう」について，文献史料等から推測

できることを以下にまとめる。

（㸯）ඵᡞᕷの地ྡ

で「ちょうえんぼう」と᳨⣴すると，青森県ඵᡞ市Ἑ原ᮌ大Ꮠ「長円坊ᇼ（ちょうえんぼࢺࢵࢿーࢱࣥ࢖

うぼり）」という地名がࢺࢵࣄする。ඵᡞ市立図書館によれば，地名の由᮶は不明で近くの祠を管理した修験

者の名の可能性がある，とのことであった。

（㸰）「ちょうえんぼう」とは

神田よりᏊ著『ᮾ北地方に࠾ける修験者と権現⯙』，青森県立図書館『多⪺院文書』には，「⁽水村 長円

坊」，「32 五ᡞ神明別当 長円坊」と見える。

また，『内史畧(1)前භ』「ዟ南ᪧ記ᢤ⋡巻அ୕ 寺社修験本末支配அ記」には，「༑୐自光坊」内に「田名

部自光坊末ὶ 一 長円坊 長後村」，「஧ࠐᑑᯇ院」内に「ᑑᯇ院末ὶ 一 長円坊 ⭡ᖏ村」，「一 長円

坊 和井内村」，「஧一西⚟院」内に「西⚟院末ὶ御ᇛ下住ᒃ 一 長円坊 山伏小㊰」と，長円坊がᩓ見さ

れる。これらのことから「ちょうえんぼう」は，修験関係にしばしば見られる名称のひとつといえる。

（㸱）土地の⾜ᨻ༊ศ

第㸳次調査༊の地␒は，盛岡市永井 25 地๭であり，ᪧᏐ名はⲨ屋，近世期はྥ୰野通永井村にᒓしてい

た。本遺跡南㞄᥋地の地␒は，西見前 19 地๭であり，ᪧᏐ名は菖蒲田(あやめだ)，近世期は見前通西見前村

にᒓしていた。また第㸳次調査༊西㞄民家の現住所は，᫇からの地⦕があることから，㣕ࡧ地の西見前 19 地

๭である。第㸳次調査༊ᪧ地権者は西見前在住でもあり，土地の歴史を考える上では永井よりも西見前との

関係性が深いといえる。な࠾明治 22 年の町村ไにより，飯岡村永井，見前村西見前となる。᫛和 30 年には

எ部村とඹに㸱村ྜేし都南村となり，ᖹᡂ㸲年に盛岡市に編ධྜేし現在に⮳る。

（㸲）໭㔝⚄♫ูᙜᐑᓮᐙ

都南歴史民俗資料館に残る᫛和 63 年の都南村文化財調査員調査報告に，次の記録がある。

吉田長一郎氏は都南村文化財調査員をົめ，村内ྛ地の歴史を調査し記録した。上記報告には現地෗┿が

ῧえられ，本遺跡第㸱・㸳次調査༊࿘㎶が෗っている。宮崎家の修験道場があったと記されているがその᰿

ᣐ等は，吉田氏の記録に無く不明である。

宮崎家は，西見前の北野神社の別当職（⤫ᣓ者）を代々ົめた家⣔である。

北野神社は，西見前第 17 地๭୕百ส田地内に所在し，明治᫬代から⤊ᡓ前まで社᱁は村社であった。はっ

きりとした由緒は不明だが，都南歴史民俗資料館の『神社佛閣由緒世代書上帖 志和郡年行ྖ自光坊同行 頼

光院』な࡝の資料によれば，永ṇ㸰(1502)年にஸくなった頼光院の創ᘓと伝わる。慶長 12(1607)年㖭のある

ᠱ仏や，ᩘᯛの堂Ᏹ෌ᘓᲷᮐが残るという。ᠱ仏には「北野大明神ዟᕞ南部志和郡見前村別当教学院 㗪物師
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ⱱᖹ治స ᪋主郷୰ 慶長༑஧୎ᮍṓ五᭶஧༑୕」（下⥺筆者ຍ筆）の㖭がある。ᠱ仏㖭に見える教学院は，『神

社佛閣由緒世代書上帖』によれば第五世教学院ᕠ┤である。また第ඵ世教学院ᕠ永は，元⚘ 11(1699)年に自

光坊භ世⚽山のᘵᏊとなり南ぬ坊を名乗り，その後教学院となる。ṇᚨ元(1709)年に自光坊⚽山から代々⦖

ᙇりとしてきた見前村・永井村を霞場（かすみば・修験道信者をまとめる⦖ᙇり）とするド文をཷけた。

自光坊は代々同名をく名し，Ụᡞ᫬代୰㡭には盛岡・志和・田名部・㮵ゅに霞場を有し，53 の末院（末ὴ

修験）を᧦し，盛岡藩筆頭年行事（頭ᙺ）をົめた。元⚘㸰(1689)年からは，藩内の本山ὴも⩚㯮ὴもྵめ

た修験᭱高㈐任者の修験᝷録をົめ，明治期の神仏分㞳まで藩内修験道の᭱高権力者だった。

修験道は自↛ᓫᣏ・山ᓅ信௮をᇶ┙とし，仏教(密教)な࡝が⼥ྜし，ᖹᏳ᫬代後期に宗教ᙧែになったと

ゝわれる。୰世末から近世ึ期にかけて，修験者は村や町にᐃ╔し霞や檀㑣場と࿧ばれる⦖ᙇりをもった。

盛岡藩領には༓人以上の修験者が࠾り，ᗢ民が有力な信ᚐだったという。盛岡藩の社堂を⥙⨶した『御領分

社堂』（ᐆᬺ 10(1760)年㡭ᡂ立）によれば，Ụᡞ᫬代୰期の領内社堂の⣙㸶๭が修験持ちや俗別当（神仏⩦

ྜから明治⥔᪂まで，村の社堂を管理する有力者の別当を，百姓身分でົめた者。）持ちである。俗別当の多

くは修験者のὶれをくみ，堂Ᏺとなり，♳⚏やまじないな࡝をするᗢ民に身近な宗教者だった。当᫬の社会

に࠾いて，修験は相当のᙳ㡪力を持っていたことがうかがえる。

Ụᡞ᫬代の北野神社別当宮崎家は，自光坊配下として永井村と見前村を霞場とした地域有力者だった。明

治元年の神仏分㞳，同㸳年の修験道ᗫṆにより神職になった第 15 世宮崎求馬が，北野神社のほか永井の多賀

神社な࡝ 15 ほ࡝の神職をව職したことからもうかがえる。しかし，『神社佛閣由緒世代書上帖』等資料には，

ちょうえんぼうの名は見られない。記録に無い඗ᘵや関係者，࿧ࡧ寄せた修験者にちょうえんぼうがいた可

能性もあるが，☜ㄆできない。

（５）この土地に伝わる「ちょうえんぼう」とは

この土地に伝わるちょうえんぼうには，北野神社別当宮崎家関係もྵめ，いくつかの可能性が考えられる。

本遺跡から⣙ 250㹫北の永井第 24 地๭地内に，「多賀神社」がある。多賀神社はỤᡞ᫬代にはྥ୰野通永

井村に఩置し，明治᫬代から⤊ᡓ前までᪧ飯岡村村社であった。由᮶ははっきりしないが盛岡藩ኈ㜿部ර部

ᕥ⾨門の創♭と伝わり，永井村の⏘土神としてᑛ信を集めたという。『御領分社堂』によれば，清஑郎が代々

俗別当をົめた。代々の清஑郎に，ちょうえんぼうを名乗る修験者がいたかは不明だ。（後㏙の菖蒲田家㸰代

清助の四⏨清஑郎がᮾ見前▼田に分家している。以㝆⣔図は不明で多賀神社との関係性も不明。）

本遺跡から⣙ 600m 南の西見前第 17 地๭地内に，曹洞宗の「ᮅ前山 清水寺」がある。『御領分社堂』に清

水寺の寺院持ち社堂として「白山大権現」がみえる。清水寺は別当寺であるため，寺院領内に修験僧坊が存

在した可能性がある。寺社領はቃ内近くだけでなく，㞳れて所在する場ྜもある。『清水寺史』によれば，慶

応元(1865)年『␜宗門ᨵ書上帳』の西見前村・ᮾ見前村の筆頭に「清水寺 曹洞宗 清助」の名前が見える。

都南歴史民俗資料館蔵『飯岡村圖面』(明治ึ期)の「第㈒ᣠ五地๭ ᏐⲨ屋」には，第㸳次調査༊や࿘㎶，௚

図ⴥな࡝の広⠊ᅖに「藤川清助」の名前が見える。都南歴史民俗資料館の『菖蒲田家⣔図（෗）』によれば，

屋号菖蒲田の藤川家は஧代から஑代まで清助をく名し，භ代は元治元(1864)年ἐ，୐代は慶応㸲(1868)年ἐ，

ඵ代は大ṇ㸱(1914)年ἐである。藤川家は広い土地を持つ有職者と考えられることから，慶応元(1865)年「␜

宗門ᨵ書上帳」の清助（ᜍらく୐代）と『飯岡村圖面』の藤川清助（ᜍらくඵ代）は，代᭰わりした清助の

可能性が高い。五代清助の項には，「南部利敬公…見前ࢽ今宮神社ࣤᘓ立シ…今宮神社ࣁࢽ藤川氏祠官௮௜ࣛ

南部利敬公ࣚリᣏ領せり」の記載がある。『都南村ㄅ』によれば，今宮ࢺ藤川ᑞ馬ᨻᘅࢸ᫬ጞ࣓ࣀリ。Ṉࢱࣞ

神社はᮾ見前にあったが明治㸱年に北野神社に迎社し，明治 35 年に北野神社㣕地のᮾ見前（現在地）に⛣㌿
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したとある。今宮神社祠官藤川家と北野神社別当宮崎家の関係の深さがうかがえる。五代清助の項には「清

水寺に田を寄進。宮崎頼光院に宅地続畑一切寄進」の記載も見える。広く土地を持っていた藤川清助が，清

水寺や宮崎家に土地を提供したことがわかる。これらのことから，藤川清助が清水寺檀家内で力を持ち，自

分の土地に清水寺白山大権現や祠官である今宮神社，宮崎家関係の修験者を住まわせた可能性がある。

森毅によれば，「俗別当とは，通常は百姓身分の俗人でありながら，自村のみじかな(原文ママ)社堂を管理す

る…社堂の草創に際しては近在の修験者を遷宮導師に迎えることが多かった。ここに修験者と俗別当との緊

密な相互関係が結ばれた素地があり…」（森毅 1989・PP518）とあることかも上記の推測ができる。

また，「浄念坊」という隠し念仏の導師が和賀方面にいたが，西見前や永井には見られない。

以上のことから，本遺跡の「ちょうえんぼう」について，次のようなことが推測できる。

・ちょうえんぼう（長円坊）は，近世期の修験関係の一般的な名称のひとつである。

・近世期の見前村と永井村は北野神社別当宮崎家の霞場だったため，宮崎家関係の修験者の可能性が高い。

・明治期の地主は屋号菖蒲田の藤川家だった。藤川家は広く土地を持ち，慶応年間の清水寺檀家筆頭だった

可能性があり，南部利敬の際には今宮神社の祠官に任じられた。清水寺や宮崎家に土地を寄進している。

・北野神社，清水寺白山大権現，多賀神社，今宮神社，いずれかの修験者が宮崎家と藤川家によって招聘さ

れ，藤川家の土地に僧坊を営み，長円坊を名乗っていた，もしくは置かれた僧坊名だった可能性がある。

以上のことが伝承として，伝わっていると推察できる。ほかの名では無く長円坊の名前だけが残っている

ことから，特に人々の記憶に残る修験者だったのかも知れない。具体的な人物像等は不明だが，今後の資

料調査により分かることも出てくる可能性があろう。

このような小さな地域伝承は，記録が無いことから一度忘れ去られると無かった物と同様になってしまう。

ちょうえんぼうの詳細は明らかにすることはできなかったが，本報告書に記録することで，地域の歴史の一

端として保存継承できればと願う。

本稿執筆にあたり，誉田慶信氏（盛岡市文化財保護審議会会長，岩手県立大学），大沼信忠氏（元盛岡市教

育委員会），そして特に都南歴史民俗資料館の藤川里恵氏から多大なる御教示を賜った。末筆ながら記して感

謝申し上げる。                                  （今野公顕）
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